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※ 聖堂入り口で配布しているものからの抜粋版です。 

  完全版をご希望の方は、お近くの広報委員までお問い合わせください。 
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巻頭言 

松本一宏神父 

 梅雨も開けて、夏本番を迎えています。朝から汗が流れるほど気温が上がり、蝉が

ひっきりなしに鳴いています。空には夏らしい雲が広がって、いつもと同じように季節

が巡って来ました。夏休みに突入した子どもたちは、普段よりも山や海など自然に触れ

る時間が多くなるのではないでしょうか。「暑い、暑い」と言ってしまう季節がまた今

年もやって来たように思えますが、台風の時の雨の降り方、河川の様子などを見ている

と、これまでと少し変わって来ている事にも気がつきます。私たちを取り巻く環境はや

はり変化していて、生活のさまざまな所に影響を与え始めているようです。 

 フランシスコ教皇が６月に新しい回勅を出されました。「ラウダート・シ（主を賛美

せよ）」というタイトルで、これはアシジの聖フランシスコの詩から取られています。

回勅の中で教皇は、神さまが造ってくださったこの被造界の直面している危機を取り上

げて、人間の回心を呼びかけておられます。単なる環境問題に留まらず、すべての被造

物と正しく向き合わない人間の生き方が、あらゆる命を苦しめているという現実に警告

を与え、神さまに造られたものとしてどう生きるべきかを示しています。（まだ完全な

日本語訳が出ていないので部分的にしか理解していません。翻訳の出版が待たれま

す。） 

 天地創造の物語をあらためて読んでみると、神さまはこの世界を丁寧に造ってくだ

さったことが分かります。そして人間もまた造られた物の一部であることも分かりま

す。“すべてのものを治めさせる”という特別な役割が与えられていることも確かです

が、根本的には創造する方と創造されたものしかありません。水、大地、星、木、花、

動物など、造られたものの中に人間もあります。これらすべての創造されたものをどれ

だけ兄弟姉妹として考えているでしょうか。ひとつの家族のように大切にしているで

しょうか。自分の生活を振り返ったとき、感謝することもあるけれど、大抵は都合良く

使っていることが多いように感じます。人類の歴史を通しても、人間が生きやすいよう

にそれ以外の被造物を好きなように用いて来たように見えます。その結果、本来の美し

さは失われ、神さまが造られたものの多くが傷ついています。 

 これは全く異なったコンテキストで語られたことなのですが、ある神父が記事の中で

書いていた、“神さまはある意味で今も世界を創造され続けている”という表現が心に

留まりました。美しい世界を耕し、守るという役割を人間に与えられた神さまは、私た

ちの働きを通して、きょうもこの世界がより美しいものとなるように願っておられま

す。「神はご自分がお造りになったすべてのものをご覧になった。それは極めて善かっ

た。」（創世記１：31）天地を創造されたときの神さまの思いです。その後の世界をど

のような気持ちで見守っておられるでしょうか。創造の物語をもう一度読み返しなが

ら、私たちがこの世界を美しいものとして守り続けていくことができるように、教皇さ

まの回心への招きに応えていきたいと思います。 

熱い信仰  
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   ８-９月のガラスケースの言葉 
 

  夜 が 嘆 き に 包 ま れ て も  
 

     朝 は 喜 び に 明 け そ め る  

 

            詩編 30の６ 

           ■８月の水曜日のミサ 
 

・カレンダーにもありますが、８月の水曜日のミサは朝7:00のみです。夜の 

 ミサはありません。 

 

             ■ 聖母被昇天ミサ  
 

・８月15日の聖母被昇天ミサは 午前10:00です。例年と異なりますのでお気 

 をつけください。夜7:00の主日のミサはありません。 

                           （典礼委員会） 
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 ６月27日（土）、三重県伊賀市の日本聖公会、上野聖ヨハネ教会から荒木 

牧師を初めとする４名の方々がアルファ・コースの見学に来られました 

（10:00～13:00）。 

 食事を共にし、その

後約40分間、リーダー

と当日のヘルパー４名

とで和やかに交流会を

行い、有意義な一時を

過ごすことができまし

た。 

 牧師によれば、池田

教会のホームページの

「からしだね」からアルファ・コースを知ったとのことでした。遠いところを

ありがとうございました。 
 

               神に感謝!! 

                             （松下記） 

2 0 1 5年   平和旬間  

日 時 ：８月２日 日曜日 ミサ後 

場 所 ：カトリック池田教会 

★ＤＶＤ上映後 分かち合いをします 

★平和旬間には「平和を求める祈り」をお祈りしましょう 
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 宝塚黙想の家から 黙想会のお知らせ 
 

■ 日帰り黙想会 
 

  ９月17日(木) 10:00 ～ 15:30    指導：山内十束神父 

  ９月18日(金) 10:00 ～ 15:30    指導：山内十束神父  

 

 

※ ８月「日帰り黙想会」・８月９月「週末黙想会」は、お休みです。 
 

 費用等のお問い合わせは「宝塚黙想の家」まで。 ☎0797(84)3111 

 

 夏です。蝉が好きです。夕方に鳴く 

“ひぐらし”の声が好きです。夕方に 

鳴くイメージが強いような気もします 

が、朝の４時45分ぐらいから鳴き始 

めます。僕にとって夏の朝の心地よい 

時間です。６時過ぎぐらいに一度鳴き 

やみますが…。 

“ひぐらし”という漢字があります。 

これです→『蜩』。虫偏に“周”かと 

思ってよく見ると“周”ではありませ 

ん。しばらく気が付きませんでした。 
 

右の漢字を見て 

覚えてくださいネ。 

蜩の写真が無かったので、 

ツクツクボウシの写真を 

貼っておきます。 

dinomischus  

編 集 後 記  

日 時 ： 2015年８月８日（土）午前10時30分 

司 式 ： 前田万葉大司教 

場 所 ： カトリック日生中央教会 

 


